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発刊のことば
裾野市教育委員会 教育長 芹澤 仁

私達の郷土富士山麓に生育する植物は、その宏大な広が りと垂直分布の中で、

貴重な多様性が認められております。加えて季節ごとにその彩 りを添え、訪れ

る多 くの人々に心を和 ませて くれています。

今般私共の富士山資料館では、この富士山麓に生活圏をもつ植物群の特性や、

その花の美しさを保つ基本情報を提供することにより貴重な自然保護 と、植物

への親近感を育てることをねらいとして、「富士山麓の植物」1を発刊することに

なりました。

富士山麓の自然に接する多 くの皆様の感動を支え、自然の理解と保護の願い

を込めたこの企画は極めて時宣を得たものと自負いたしております。私達が富

士山麓に生きる者 として、富士に学び続けることの大切さを改めて再確認 し、

調査及び資料蒐集に参画された皆様に深甚なる感謝を申し述べ、発刊の辞 とい

たします。

序  文
裾野市立富士山資料館 館長 渡辺 徳逸

富士山の自然には人間の手が入 り過ぎている。富士山資料館では例年の如 く

市内小中学校の先生方や野鳥の会の援助で、十里木高原から弁当場附辺の植物

探索会を催 した。この附辺は現在植林や別荘地で自然そのものの姿は殆 ど見ら

れないが、明治の初めまでは今尚十里木頼朝の井戸の森に見る様なプナを主 と

する原始林に蔽われていたことが、勢子辻の草分け川村家の墓誌や富士山資料

館展示の江戸幕府裁許の絵図面で偲ぶことが出来る。今は己に音の夢 と化 した

が、大正 9年若山牧水は忠ちゃん牧場附近の革原に遊び、センプリを摘みぬ指

痛むまでに、と歌い広大な大野原 と共に千草八千草の選産であった。特にアツ

モリ草や桜車の群落、就中、十里木高原の純白なアツモ リ草は今だに眼前に髪

発 とする。崇高な富士山を仰 ぎながら歩いた過去が忘れられない。人間の生活

区域が拡がるにつれて、野生動植物の圧迫されるのは仕方ないでは余 りに情け

ない。より自然との共存が念願 される昨今である。
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(1)本書で紹介しております草は、平成 5年早春から晩秋にかけて、十里木

高原 。大野原の地域において咲 くものを写真撮影 し、きわめて身近な花を

中心にとりあげました。

(2)花の紹介は開花時期の早いものから順にのせておりますが、植物の生育

する場所 。日当り等の環境 によって開花時期が多少前後することがありま

す。

(3)紹介 しております花は、「草花」「つる植物」「樹木」の分類 を各色によ

って区分しております。 (色分けは上記の通 りです。)

(4)花の紹介は、通常の名称にて紹介しております。 また、変種は 1ページ

内に紹介しております。
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はじめに

海抜3776mの富士山は、日本一の高山であり、広大な裾野をもつ美 しい円錐

形をした姿は、日本の象徴 として多 くの人々から親 しまれています。

富士山及びその山麓には、毎年数十万人の登山者や観光客が訪れ、豊かな自

然 とのふれあいを楽しんでいます。特に、富士山麓に広がる森林や草原などに

生育する植物群に身を寄せたり、草花の愛らしい姿に足を止め、心の安 らぎを

求めている人々が年々多 くなっています。

この小冊子は、富士山を訪れる自然を愛する方々のために、海抜600mか ら

1000mの十里木高原 。大野原の範囲の中で、代表的な花の咲 く植物について季

節を追って写真撮影 したものに特徴的な解説を加えたものです。

今後、さらに富士山麓の海抜の高い地域の資料について、順次刊行する予定

でいますが、これが自然探索や学習に役立てば幸いです。

1 富士山の植物が育つ自然環境
火山としての富士山

富士山は、それを取 り巻 く四方の火山に比べて造山運動の歴史が新 しく、現

在見られる富士山は、今から約 1万年から5千年前に形成 され、現在 もなお火

山活動のエネルギーを内にひめている活火山です。

十里木高原 。大野原の地域は、富士山本体の噴火や、その後数千年前に周辺

に誕生 した黒塚・鏑子山・平塚などの寄生火山とよばれる側火山群の噴火の影

響を強 く受けているところです。

最 も新 しい噴火の影響は1707年で、今からわずか287年前の江戸時代に起 き

た宝永の大噴火とよばれるもので、富士山の南東側 を中心に、海抜2,500mか

ら山麓一帯にかけて広い範囲が砂礫に覆われた歴史があります。

富士山を、火山の生成の歴史からみると、まだ若い青年期の火山だといえま

す。

植物が青つ土壌

十里木周辺の地質は丸尾 (ま るび)と よばれる多孔質の溶岩流に広 く覆われ

ています。 また、大野原一帯は、火山灰や砂礫が厚 く何層にも堆積 している地

域です。

ここの土地は生成の歴史が浅いために、風化が進んでいないうえに、腐食土

なども少な く、きわめて貧養な土地です。また、水分の保持が悪いので乾燥 し

たりすると植物にとっては生育 しにくい場所 となります。

気  候

富士山は高 く、しかも他の山から独立した山です。そのために、上空の空気

の流れが激 しく変化し、笠雲 。つるし雲などの独特な雲を作った りします。

夏は、富士山一帯は太平洋からの海洋性の気候の影響で、湿気を多 く含んだ

空気が流れ込み、霧や雨の多い地帯 となっています。溶岩流や火山灰などとい

った条件の悪い地質でありながら、山麓には原生林や草原が発達していますが、

降った雨はその多 くが地下に滲み込み伏流水 となります。

冬は、大陸からの寒冷な強い季節風の影響を受け、雪や氷などに長い期間閉

じ込められ、厳 しい季節 となります。
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2 富士山の植物の特徴
饉自分布

富士山のような高山では、山麓から山頂へ と登るにつれて生育する植物の種

類が興な ,́て くる現象が見られます。このことを「植物の垂直分布」といいま

す。この liな 要因は、高さが増す とそれにつれて気温が低 くなることによりま
‐す。

柿物の垂直分布は、風や雨などの気象条件や、地形・ 地質などの影響 も受け

るため、必ずしも標高が高まるにつれて正確に変わっていくとは限 りません。

|・里木高原 。大野原の地域は、プナ
ー

ミズナラ帯 (標高1,700～ 1,000m)

の ド部に位置 し、ヤマボウシ・ ミズナラ・ ミズキなどの代表的な種類が多 く見

られます。

さらに標高が下がると自然植生は少なくなり、人の管理の手が行き届いた二

次的な植生 となっています。

植物の選移

その場所に生育 している植物の種類が、時間の経過にともなって他の種類に

移 り変わっていく現象が見られます。この現象を「植物の遷移」 といいます。

遷移が起 きる原因は、植物がその場所に生えては枯れていくうちに、土中の

栄養分や水分が少 しずつ増え、土壌が変化 していきます。すると、変化 した新

しい土地に最 も適した競争力の強い植物が繁茂 してきます。また、土壌の変化

だけではなく、樹木の生長につれて林間での光の奪い合いが起 こります。その

結果、次第に新 しい植物に移 り変わっていきます。

最終的に森林内は、植物の種類による上層 。中層・下層の各部分での住み分

けが起 こり、陰樹林 というものがつ くられます。そして、それ以後はあまり大

きな変化のない「極相林」として永続 します。

富士山では宝永噴火による砂礫地が、植物の遷移について観察できる代表的

な実験の場所ですが、今回の調査区域 も数千年の時間しか経過していない新 し

い土地ですので、遷移の途中にある若い林 といった観点から観察ができます。

種類や個体数の特徴

富士山は独立峰で新 しい火山であるために、特有の種類はなく、生育できる

種類が限定されています。しかし、山体が新しい時代に造 られた土地であり、

これらの処女地へ侵入 した特定の種類の個体数は多いといえます。

十里木丸尾に、直径 2～ 3メ ー トルもの多数の溶岩樹型が見られます。これ

は噴火によって流出した溶岩流が当時地表を覆っていた樹木を取 り囲んで冷え

1呵 まったものです。また、大野原からは約千年ほど前に土中に埋没 したヒノキ

の大木が発見されています。このように、かつては一大森林をなしていたと思

われるこの地域 も、その後の寄生火山の噴火や地殻変動・ 気候の変化などによ

って、今では想像できないくらいの大変化を起 こしました。

現在、大野原はそのほとんどが二次植生で、ススキを中心 とする裾野の雄大

な一大群落 も、野焼 きや採草 。自衛隊の演習地として人為的な影響を強 く受け

ています。多様な種類は見られませんが、広々とした草原で出合う草花の可憐

な姿は、私達の心の奥深 くに残 ります。

3 この地域 の 代 表 的 な花

春 :青空に純白のコプシの花が春の訪れを告げます。草原ではフキノトウ。

スミレ・ タンポポ 。オキナグサなどが咲き始めます。雑木林では、アセビ。キ

プシ。少し遅れて、富士山を代表するフジザクラが、あちらこちらで咲き出し

ます。クサポケのだいだい色の花は崩れた沢の緑などによく見かけます。

里に住む人は、春の訪れと共にヨモギの若芽を摘み取って草餅に入れたり、

フキ味晴を作ったりして春の香 りを楽しみます。フラビ・ タラやサンショウの

若芽・フキ・ ウド等々も山菜として食用にしたりします。

この地域にはかわいい花のほか、濃い赤紫の花のアシタカツツジの原生地が

見られます。

初夏 :鋭い刺を持つサンショウバラのピンク色の優雅な花。道端などの日当

たりの良い場所を好むシモツケの小さな赤紫の花。個性的な白い花のヤマポウ

シは、花びらが次第に赤みがかっていきます。大野原の日当たりの良い場所で

はニシキウツギが沢山の花をつけます。クマシデも変わった花を咲かせます。

梅雨の時期は特に沢山の樹木の花が、ひっそりと咲いています。

盛夏 :大野原ではススキが茂 ります。その間をぬってアザ ミ。オニユリ・ カ

ワラナデシヨ 。オカ トラノオなどの花が咲き出しますが、何 といっても独特の

花の、大きな背丈のシシウドや、夕方から朝にかけて咲 くメマツコイグサの費
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色の花が目立ちます。

十里木高原近 くでは、フジイバラ・ ギボウシ・ コシオガマ・アキノキリンソ

ウや、マツムシソウ・ヤマオダマキ・ ツリガネニンジンなどの花が咲 き乱れま

す。雑木林やその縁では、タマアジサイ・ ノリウツギなどの低木の花や、サワ

ヒヨドリ・ トリカプ ト・テンニンソウ・ ツリフネソウ・ マムシグサ等、沢山の

個性的な花が見られます。

夏の暑い盛 りには、 ドクダミやゲンノショウコなどの薬草を取 りに野原を歩

く人もいます。

晩夏 :ス スキの穂が一斉に咲きます。十里木高原や大野原一帯がススキの穂

波に埋 まる景色はとても壮観です。これらに交 じり、オミナエシ・ハギなどの

秋の七草や、独特の花のフレモコウ。白い花のツルカノコソウ・ ウメバチソウ

などが見 られます。

この頃になると、休日など野の花を求めて草原に入る人の姿があちらこちら

に見られます。

秋 :キ ク科の花が多 く咲きます。地味な花のヨモギ。薄紫の花のノコンギク

は群落を成 して咲きます。また、富士山麓の秋の終わ りを予感させるリュウノ

ウギクなども、心に残る可憐な花です。その他、野生のリンドウの濃い青色の

花 も印象的です。ヤマラッキョウ・センブリなどの花 も日溜まりで咲いていま

す。

山は 8月 には既に秋のキノコ類が出始めます。 9月 の後半になると雑木林の

紅葉が始まり、10月 中旬には、カエデやブナ科の植物の紅葉が特に見事です。

林間にガマズミの赤い実などが鮮やかに見られます。

地元では初冬の12月 に入る頃、音は薪やキノコ木を切 り出したり、炭焼 きや

クマザサの茎を使っての竹行李 (た けこお り)作 りに精を出しました。現在で

は、広い大野原でカヤ刈 り (ス スキ)が盛んに行われています。

8

十里木高原、大野原の植物

十里木高原 夏
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キブシ

(キ プシ科)

花期 3～ 4月

葉が開 く前に花が咲

く。木々の芽が開 く前

の早春の山でひときわ

花が目立つ。雌雄異株

で、雌花はやや緑っぽ

く、雄花は淡い黄色で

ある。

花期 3～ 4月

キイテゴと呼ばれる。

茎にはとげが多い。花

は白色で下向きに咲き

6～ 7月 に責色の実を

下向きにつける。熟 し

た実は甘味があってお

いしい。
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10 11

オキナクサ
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花期 4ヽ 5り l

花は釣鐘形で ド向 .ヽ

に咲き、植物全体に L

が密生する。花が終わ

ると鳥の羽のような実

が多 くつき、それを翁

の自髪にみたてて、翁
● |

草 とついた。

フキ(フキノトウ)

(キ ク科)

花期 3～ 5月

大野原にはふつうに

見られる。葉柄部分を

食用にするが、春先に

出て くるつぼみをフキ

ノトウといい、食用に

する。雌雄異株で写真

は雄株である。
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アセビ

花‖月 11 1)||

1｀ (1ィ |′ |サ  段|ltl刊 に

lⅢ l,11.||,力■し、ると

占|サ .¬ ,,〔 11,酔 本とつ

いノ,LIい。早春に、

打 ||lt_は 似つかわしく

ムい.11∫ 憐な小さな白

い化をたくさんつける。

コブシ

(モ クレン科)

花期 3～ 5月

拳でつぼみの様子か

らつけられた。山地に

生える高さ5～ 8mの

樹木。早春、まだ芽が

伸びないうちに純自の

10cmほ どの方香のある

花を咲かせる。花のす

ぐ Fに 緑色の小業をつ

ける。

Etltt! 25.4
(\ 7 {.,1)

花期 〔,ヽ 1)||

千葉から和1歌 ||lυ ,1:

平洋岸に分布する。|11)

芭 と呼ばれる部分か |て

り返 らず、先端に長い

つのがあるのが特徴。

花は頭花 といい、た く

さんの舌状花の集 まり

である。別名 トウカイ

タンポポという。

ホトケノザ

(シ ソ科)

花期 3～ 6月

茎は直立 し、赤紫色

をおび、まばらに葉を

つける。下の葉は長い

柄があるが、上の葉は

柄がない。上葉のわき

に紅色の花をつける。

春の七草は別種である。
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花期 4～ 5月

熊四手で、高さ15m

にもなる樹木。春に新

葉 とともに花をつけ、

果実が垂れ下がる。葉

脈が20～ 24対 と多いの

で、他のシデ類 と区別

できる。

ミツパアケ ビ

(ア ケビ科)

■

鶴

T
」

ス ミレ

(ス ミレ科)

花期 4～ 5月

日当たりのよい土手や草地に生える多有

葉はすべて根生し、細長い。花は濃いす.

色で、花柄は根生する。スミレとは「曇フ

のことである。
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花期 4～ 5月

つる性の落葉植物。

同じ茎に雄花 と雌花が

別々に咲 く。雌花は淡

い紫色で、房状に咲 く

雄花に比べ大きい花で

ある。実は秋に紫色に

熟 し、食用になる。上

の赤紫色の花は別花。
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ウマノアシガタ

(キ ンポウゲ科)

花期 4～ 5月

日当たりの良い山野

に生える有毒植物。茎

や葉に毛が多 く、根元

の葉が馬の脚形に似て

いるのでついたと言わ

れているが、どう見て

もそうは見えない。
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(′ .科 )

花期 」ヽ 5月

‖ヽυ
'111に

′Lえ る多年

11_'1,′、て結節のある

11(li″ 持つので「海老

根 |と いう。花の色に

変化が多く、が く片や

化弁、唇弁など、微妙

に色が違うものがある。
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日当たりの良い草地に生え高さ30cn位。幹

は地をはうか、斜上し、幹や枝にはトゲがあ

る。花は葉よりも先に開く。実は黄色 く熟し

酸味が強い。実は大きく梅の実大になる。
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(バ ラ科)

花期 4～ 5月
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フジザクラ

(バ ラ科)花期 4～ 5月

富士山周辺では普通に見られるマメ

ザクラを、地名をとってこう呼ぶ。幹

の根元から枝分かれし、葉が開き始め

る頃、自または淡紅色の花を咲かせる。

,■
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■■■

アマ ドコロ

(ユ リ科)

′Vヽコグサ
(キ ク科)

花期 4～ 6月

春の七草の一つ。平

地の道ばたや荒地など

にぶつうにはえる。全

体に白色の綿毛がある

ために、植物全体が自

っぼく見える。母子草

とか く。
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円み《ザクラ

`

リョクガクザクラ

(バ ラ科)花期 4～ 6月

マメザクラ (フ ジザクラ)の変種。

フジザクラは若葉、が く、などが褐色

を帯びるが、リョクガクザクラは、そ

れらが緑色をしている。
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花期 4～ 5月

地下茎が トコロに似

て、甘味があるところ

からこの名がついた。

茎は角ばり、花は緑白

色で長さ約 2 cm。 ナル

コユリは茎が丸 く、角

がないので区別がつく。
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富士山周辺の特産種で、十里本には野生の

群落があり裾野市の花にも指定されている。

花はヤマツツジより小形で、おしべが 5～ 9

本あるのが特徴。
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フタ リシズカ

(セ ンリ.ョ ウ科)

花期 4～ 6月

||1地 や l ii陵 地の林の|||に はえる多年草。茎

は直立 し、千中iき は30～ 50cm。 ふつう葉は 4枚

花穂が 2つ あるため、ヒトリシズカに対し二

人静 という。
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アシタカツッジ

(ツ ツジ科)

花期 4～ 6月
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ゼンマイ

{シ ダ植物ゼンマイ科)

発芽期 4～ 6月

夏緑性の大形シダで

根茎から先がゼンマイ

のように丸 くなった10

本位の葉を束にして出

す。写真の左は実葉、

右は裸葉で山菜 として

採集される。

ワラビ

(シ ダ植物ワラビ科)

花期 4～ 6月

日当たりのよい草原

や林のふちなどに生え

る大形のシグで、根茎

は長 く地中をのびる。

若芽は 3枝 に分かれ、

食用にする。春の山菜

の代表である。
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ツクバネウツギ

(ス イカズ
'科

)

花期 4～ 6月

高さ 1～ 2m、 枝は

灰色で、細い枝先に淡

黄色の花を数個ずつ咲

かせる。花が終わった

後の 5枚のガクが、正

月に使われる羽根に似

ているのでついた名前。

ミヤコグサ
(マ メ科 )

花期 4～ 10月

日当たりのよい場所

に生える多年草。花柄

の先に 1～ 3個の責色

の花をつける。昔、都

に多かったのでこの名

がある。果実は細長 く

熟すとはじける。
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花期  4～ 6月

●

外形の変異が著 t

き実は熟す と

種である。

●

■

マムシグサ

■

■ ■

|■■

|

甲

|

ヽ

ヽ

′

圏

′/ L

24

「

コウプリナ
(キ ク科)

花期 4～ 10月

道端によく見られ、

高さmm～ lmになる。

茎や葉に硬い褐色の剛

毛があり、触るとゾリ

ゾリするのが特徴。

頭花は責色で、花は

早春から晩秋まで咲き

続ける。越年草である。
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ンヽ  ミ

(バ ラ科)

花期 5～ 6月

全体にリンゴに似て

いる。花は、はじめは

ピンクがかっているが

開 くと白くなる。ズミ

とは「染み」のことで

樹皮を染料にすること

から名付けられた。
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(ニ シキギ科)

花期 5～ 6月
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」¬

山の林の中に生える落葉低木。葉のつけね

からЮm位の柄を出して、その先に薄紫の花

をつける。実は熟すと赤 くなり、 4つ にさけ

る。
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オオナルコユリ
(ユ リ科)

花期 5～ 6月

山地の草原にはえる

多年草。各節毎に鳴子

に似た形の花が下向き

に 2～ 3個ずつまとま

つてつ くのでこの名が

ある。大野原ではしば

しば群生して見られる。
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ナワシロイチゴ

(バ ラ科)

花期 5～ 6月

菫がつるのようにの

びる。比較的日当たり

のよい場所に見られる。

花は紫がかった紅色で、

果実は熟すと赤 くなる。
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ガマズミ
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花期 5～ 6月

山野の日当たりの良

い所に生える高さ2～

4mの樹木。花は小さ

く5m位、秋になると

果実が赤 く熟 し、甘ず

っぱい味がして食用と

なる。

スイカズラ
| . , .  ‐

||

花期 5～ 6月

つる性の植物で、化

はクチナシに似た方■

があり、初めは白色の

ちに黄色に変わるので

金銀花の名 もある。花

や葉を乾燥 させたもの

を忍冬茶という。

花期 5～ 6月

茎は直立 し、枝分か

れするので繁みのよう

になる。花は2mほ ど

で香 りが良いので、採

ろうとすると、鋭いと

げがあり刺されて痛い

思いをすることになる。

シロフウリンツツジ

(ツ ツジ科 )

花期 5～ 7月

枝分かれの多い落葉

低木。葉は秋には美し

く紅葉する。花は球状

つぼ形で、緑色を帯び

た黄白色で下向きに咲

く。

ノイバラ

(バ ラ科)
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ニガナ

(キ ク科)

花期 5～ 7月

日当たりのよい草地

にはえる無毛の多年草。

茎を折ると、白色の苦

みを持った乳汁が出て

くる。そのためにこの

名がついた。

ネジバナ

(ラ ン科)

花期 5～ 7月

花がねじれて螺旋状

につ くのでこの名があ

る。土手の芝生に多 く

見られる。通常は左巻

きに花がつ くがこの写

真のように、まれに右

巻きのものも見られる。

ウッギ
(ユ キノシタ科)

花期 5～ 7月

幹が中空であるので、

空木 という名前がつい

たと言われている。葉

には毛がありざらつく。

「夏は来ぬ」に歌われ

ている卯の花がこの花

である。

イワガラミ

(ユ キノシタ科)

花期 5～ 7月

つる性の植物で岩や

木にからみつくので、

この名前がついた。外

側にガクが 1枚の飾 り

花をつけるのが特徴で、

4枚のツルアジサイと

区別できる。
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サルナシ

(マ タタビ科 )

花期 5～ 7月

つる11lυ )村{物 で、 1果

実が梨に似ていてJrtか

食べるという。 |ン 1トリ|

廿酸っばい味が | ご食
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キ リンソウ

(ベ ンケイソウ科)

花期 5～ 8月

責輪草で、責色の花

が輸状に重なつている

のでついた名前。日当

たりの良い岩上に生え、

葉や茎が厚い肉質で、

太い地下茎をのばし増

えていく。
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湿 り気のある腐葉土に生える。白いのは摯

緑体がないためで、栄養は、腐葉
‐Lの中の1イ |

類から得ている。これでもりっばなr,弁 Ftiで

あり、茎には葉もある。
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なる…ヤif l■ |1周 辺の代

表的なもの。

ヤマオダマキ
(キ ン ボ ウ ゲ 科 )

花期 6～ 7月

林の縁や道端などの

日当たりのよい場所に

見られる多年草。花柄

の先にうす黄色の花を

下向きにつける。紫色

で花びらのように見え

るのはが く片である。

34 35

ニシキウッギ

(ス イカ ム ノ11)

花期 6～ 7月

じょうご型の花が数

個集まってつく。ニシ

キは二色のことで、花

が自色から赤色に変わ

ることからこの名があ

る。葉の裏の中央脈上

に毛がある。

ハンショウヅル

(キ ン′ボウゲ科 )

花期  6～ 7月

日当たりの 1い 場り:

で見 られるつる||の ち

年草。花は紅紫色で長

さ2_5～ 3 cm位 の鐘形

で下向きにつき、その

形を半鐘にみたててい

る。
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サンシキウツキ
|  | ' . ■ |,

花期  (' 7月

1,いソ1と ヤブ

r′ ′
lυ )●配種 である

t t tl月 |て いる。 区月」

|′:,こ とは難 しいが、

″||_く 伸びた枝が本質

化する前は四角になる

という特徴がある。

スズムシソウ

(ラ ノ科 )

花期 6～ 7月

全体の形はクモキリ

ソウに似ている。花は

紫褐色で、唇弁が大き

く、倒卵形で花全体の

形がスズムシに似てい

るのでこの名がある。

近年非常に少なくなっ

た。
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ヤマボウシ

(ミ ズキ科 )

花期 6～ 7月

落葉高本で、高さ10

m位になる。横に張 り

出した枝の上面に上向

きに花をつけるので、

木全体が雪を載せたよ

うに自くなる。実は赤

く熟 し食べると甘い。

ヤグルマソウ
(ユ キノシタ科 )

花期 6～ 7月

林の中のやや湿った

場所に生える大型の多

年草。下の葉は小葉が

矢車のようになってい

るので、この名がつい

た。小さな白い花が房

状に集まって咲 く。
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ツルアジサイ

(ユ キノシタ科)

花期 6～ 7月

サンショウバラ

(バ ラ科)

花期 6～ 7月

葉が山椒に似ている

のでつけられた。富士

山周辺しか分布せず、

バラ科で唯-6mの 高

さにもなる珍しい植物。

ぜひ一度は見て欲しい。

ノハナショウブ

(ア ヤ メ科 )

花期 6～ 7月

大野原の湿地に生え、

出合った時は思わず足

を止めてしまう美 しさ

がある。茎の中脈が盛

り上がっているので、

アヤメやカキツパタと

は区別できる。

ハナショウプの原種

といわれている。

つる性の植物で、本や岩にへばりつき長さ

15mに もなる。アジサイの花に似ているので

つけられた。飾 り花が 4枚のガクを持つので

イフガラミと区別できる。
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J
花期 6～ 7月

山地に生える高さ 4

～ 5mの樹木。鐘形の

花に紅色のサラサ模様

があるのでついた名前。

花の先が 5つ に分かれ

ている。別名フウリン

ツツジと呼ばれる。

クモキリソウ

(ラ ン科 )

花期  6～ 7月

林内に生え高さ15～ 30cm。 葉は 2枚で、緑

色の花を先端に数個つける。この花は唇弁 と

呼ばれ、花びらが変形 したもので、ラン特有

の形をしている。

バライチゴ

(バ ラ科)

花期 6～ 8月

バラに似た葉を持ち、

長 くのびた地下茎から

高さ30～

“

⑩程度の花

枝が出てきて、その先

にやや大形の白い花を

つける。実はやや大形

で熟すと赤 くなる。
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コアジサイ

(ユ キノシタ科)

花期  6～ 7月

林に生える高さ 1～ 2mの樹木。アジサイ

の仲間はガクの大きくなった飾 り花があるが、

コアジサイはそれが無いのでアジサイと見ら

れないことが多い。

オカトラノオ

(サ クラソウ科 )

花期  6～ 7月

日当たりの良い草原に生え、花が虎の尾の

ようになるためにつけられた。地下茎が横に

這い群生するので、草原をうめつくす様子は

見事である。
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花期 6～ 8月

栃木県の下野で発見

されたのでついた名前。

高さ lmほ どで茎の先

端に紅色の小花をた く

さん咲かせる。おしベ

は花びらよりずっと長

く、目立つ。

■

′
パn

｀ ~引
¬

「

」nし    ご

シモツケ

(バ ラ科 )
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大野原の日当たりの良い湿地に、鮮やかな

オレンジ色の花を咲かせる。茎は高さ 1～ 2

mに もなる。葉のつけ根に丸いむかごが無い

のでオニユリと区別できる。

r′

ヽ・
ヽ

| |

コオニユ リ

(ユ リ科)

花期  6～ 8月

ヽヽ́
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イワタバコ

(イ ワタバ コ科 )

花期 6～ 8月

湿った岩場に生え、

葉がタバコの葉に似て

いるのでついた名前。

葉は10～mmと大きく、

岩壁に群生 し紅紫色の

花が咲 く様子は見事で

ある。
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カキラン

(ラ ン科)

花期 6～ 8月

日当た りの良い湿地に生えるランで、花の

色が柿色に似ているのでついた名前。大野原

でも数が少な く、なかなか出会えな くなって

いる。
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痙

ヤマアジサイ

(ユ キノシタ科)

花期 6～ 8月

別名サフアジサイと

もいい、湿つた林内に

生える。中心に両性花、

周囲に飾 り花がある。

白い花が多いが、花の

終わりには赤 く色変わ

りする。

ムラサキケマン

(ケ シ科)
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花期 4～ 6月

湿った所に生え、堪

の高さは20～ 50cm。 今

体が柔 らかく、葉はセ

リに似ている。花は 1

～ 2 cmで紅紫色、形は

筒状で、茎の上部にび

っしりと咲 く。
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カワラナデシヨ

(′ ′  '科
)

花期 6～ 9月

秋の L草の 1つ で、

撫子は可憐な花の様子

を表した。花びらの先

が細か く切れこむのが

特徴で、別名ヤマ トナ

デシヨ、ナデシヨと呼

ばれる。

アカツメクサ

(マ メ科)

花期 6～ 9月

ヨーロッパから牧草

として輸入されたので

牧場のある高原に多い。

茎は高さ30～ 6()cmで全

体に毛がある。花の色

は濃淡さまざまでムラ

サキツメクサの別名 も

ある。

イヌタデ

(タ デ科)

花期 6～ 11月

別名アカマンマとも

呼ばれ人里によく見ら

れる。茎は枝分かれし

横に這 うので、群生す

る。枝先に紅色の小花

を密生するが、花びら

は無 く、がく片である。

アカショウマ

(ユ キノシタ科 )

花期 7～ 8月

山野のやや湿った草

原や半日陰の土手など

にはえる多年草。高さ

30～ 8∝m。 変種の多い

植物だが、茎の基部が

赤みを帯びることから

名付けられた。
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花期 7～ 8月

日当たりのよい山中

の草地にはえる多年草。

花は茎の一番上に数個

集まって咲 く。花弁が

由がって巴形につくの

で巴草 という。

Ｄ
■
ロ

■
■
■
■
■
■

l

■
■
■
■
■
ロ

■
■■■

オオバギボウシ

(ユ リ科)
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コヒルガオ

(ヒ ルガオ科)

花期  7～ 8月
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日当た りのよい草地にはえるつる性多年草。

葉は矢じり形または鉾形をし、 3個に切れ込

み、主部は卵形、アサガオを小さくしたよう

なうす紅色の形である。

花期 7～ 8月

日当たりの良い山野

に生え、観賞用にも栽

培 される。花は咲 くと

きには下を向き、朝開

いて夕方にはしぼんで

しまう。若い葉は食用

になる。

トモエソウ

(オ トギリソウ科)
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「腐れ玉」でなく「草レダマ」でマメ科の

レダマという植物に似ているのでついた名前。

高さは lmも あり、夏の大野原でも、しっか

り目立つ。
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イワアカバナ

(ア カバナ科)

花期 7～ 8月

湿っぽい岩の上に生

え、秋になると葉が紅

色になるのでついた名

前。花びらは 4枚であ

るが浅 く2つ に切れる

ので 8枚あるように見

える。

学」
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チダケサシ

(ユ キノシタ科 )

花期 7～ 8月

高さ50～ 6()cmで湿地

に生える。長野県では

チダケというキノコを

これに刺 して持ち帰っ

たことからついた。淡

いピンクの花は群生す

ると、非常に美しい。
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メドハギ

(マ メ科)

花期 7^´ 9月

日当たりのよい場所

に多い多年草。葉を密

につける。花は有弁花

と閉鎖花があり、有弁

花は黄白色で元のほう

が紫色を帯びている。

メマツヨイグサ
(ア カバナ科)

花期 7～ 9月

北アメリカ原産の帰

化植物。マツヨイグサ

と同種だが、全体に小

型で花 も直径 3～ 5 cm

とやや小さい。花は夕

方開き、翌朝にはしぼ

んでしまう。
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湿った所に生え、果実がゴマに似ているが

役に立たないので、この名がついた。シソ科

の特徴である四角の茎に、硬い毛が生えてい

る。
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イヌゴマ

(シ ソ科)

花期 7～ 8月
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ツリフネソウ

(ツ リフネ ソウ科 )

花期 7ヽ 1)月
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ハルジョオン

(キ ク科 )

花期 7～ 9月

道ばたや土手などに

ぶつうに見 られる。茎

は直立し、一番上に散

房状の花をつける。花

はピンクまたはかすか

に赤みを帯びる。北ア

メリカ原産の帰化植物。

56

センニンソウ

(キ ンポウゲ科)

花期 7～ 9月

つる性の植物で、他

の草によく絡み付 く。

花は 2～ 3 cmで、白い

4枚の花びらのように

見えるのは、実はガク

で本当の花びらはない。

有毒植物である。

ノリウツギ
(ユ キノシタ科)

花期 7～ 9月

落葉低木。 1～ 2m
になるような徒長枝を

のばす。花はアジサイ

に似ている。樹皮の内

側が粘質に富み、和紙

を作るときの糊 として

利用される。
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コウ リンカ

(キ ク科)

花期 7～ 9月

紅輪花で、花の様子からつけられた名前。

ススキの原にポツンポツンと生え、けっして

集団を作ることはない。オレンジ色の長い舌

状花が特徴である。
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花期 7～ 10月

山地の草原や低地の

野原で普通に見られる

多年草。茎の先に濃い

赤色をした団子のよう

な花序をつける。根は

止血の民間薬 として知

られる。
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(タ デ科)

花期 7～ 10月

日当たりの良い山野

によく見られる。茎は

中空で、若い茎は食用

となるが酸味が強い。

花の色が紅色のものを

メイゲツソウといい富

士山に生える。
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花期 8～ 10月

日当たりのよい中:||||

に生える。茎は横に11

し)、  局さ40～ 80cmに な

る。ゲンノショウコに

似て茎の上部 と葉柄に

毛が多い。花は淡紅色

で大 きさは 1～ 1.5cm

となる。

アキノタムラソウ

(シ ソ科)

花期 7～ 11月

林の中などに生える

多年草。茎には細かな

毛がある。花は長さ 1

cm位で、薄い紫色にな

るが自色に近い色にな

る場合 もある。

1

ススキなどのイネ科の植物の根に寄生する

肉質無毛の寄生植物で、全体が赤色を帯びて

いる。大野原の比較的丈の短いススキの根元

によく見られる。
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(ハ マウツボ科)

花期  7～ 10月
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ススキ

62 63

~■r~

ホタルブクロ

(キ キ ′ウ||)

花期 8～ 9'i

高さ40～ 8∝m位の直

立した茎に、うすい紅

紫色で袋状の花をつけ

る。 この花冠にホタル

を入れて持ち帰ったこ

とからこの名がある。

ツリガネニンシン

(111… |||

花期 8～ 1)り |

日当たりのよい中地

に多い。葉は 3～ 5枚

輸生 し、紺色のつり鈍

のような花が何段 も咲

く。根は朝鮮人参のよ

うな形状をしている。

若芽は食用になる。
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Li´

いわずと知れた大野原を代表する植物。富

士山をバックに夕日になびいているススキの

様子は、誰でも詩人にしてしまう美しさがあ

る。
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ヒメトラノオ

(ゴマノ′ヽグ |'科
)

花期 8～ 9′ l

日当たりのよい場所

に多く見られる。青紫

色の花をつける花穂 を

トラの尾にみたててこ

の名がある。ヤマ トラ

ノオに比べ、葉が細長

く、短い葉柄がある。

ツルリンドウ

(リ ン ドウ11)

花期 8ヽ 1)ll

茎は細長 く地 1面 4.11

ったり、他の もの1:ム

きついたりする。 ||■ 1

リンドウに似て清 ,せ て

ある。果実は丸 く、熟

すと紅紫色になり、花

とは違った趣がある。

65

マノレ ハヾギ
(マ メ科)

花期 8～ 9月

高さ lm程の草 と本の中間のような植物。

花をつける柄が葉先よりも長 くなることがな

く、丸みのある葉に抱かれるように紅紫色の

花がつ く。
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花期 8～ 10月   紫色のイ1

Э草地に

たに直径 l cml‐

頁開■

●ト

b
`

|;

タマアジサイ
|'l ・  ヤ 11)

花期 8～ 9月

菅が球のように見え

るのでついた名前。高

さは lmほ どで、葉は

大きいが薄 く両面に毛

がありざらつく。花は

淡紫色で、外側に白い

飾 り花をつける。
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花期 8～ 10月

林や、やぶのような所

に多く見られる多年寄宅

花は長さ20～ 4()cmの花

穂にまばらにつき、上

部は赤色で下部は白色

になるので、水引にた

とえて名がついた。
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ヨメナ

花期 8～ 10月

山野の湿ったところ

や道端にはえる多年草。

茎は高さ50cn～ 120cm

位で上部でよく分枝す

る。頭花は小校の先に

1個つき、やや紫色を

帯びている。
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■科
'

10月 ●
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花期 8

ヽ
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(キ ク科 )

1多
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興

ツタ′し傷r,ヾ観五ざ
si
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rL凝
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]

8～ 10月

花の形が、鳥兜に似

ているところから名付

けられた。林の縁など

に普通に見られる。根

にはアルカロイド系の

猛毒を含み、昔は弓矢

に塗って猟に使った。
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日当たりのよい砂礫地にはえる多年草。ア

ザミの仲間ではもっとも大型で、直径 5～ 8

m位の花を下向きにつける。根は非常に長く

食用となる。
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シラヤマギク
(■ ク科 )

花期 8ヽ 10月

高さ lmほ どで、十

や葉にざらざらした 1ヽ

がある。花は 2 cmほ ヒ

で舌状花の数は少な く、

他のキク科の植物 と|<

別できる。若葉はムコ

ナといい食用になる。

シシウド

(セ リ科 )

ツル ニ ンジ ン

(キ キョウ科 )

花期 8～ 10月

つる性で、根が朝鮮人参に似ているのでつ

いた名前。葉は細長 く無毛で、裏は白色。別

名ジイソプ。 これと似ているバアソプは、葉

が丸みがあり有毛。

花期 8～ 10月

猪が食べるウトなの

でつけられたという。

高さ2mほ どで、茎の

先端が傘のように広が

り、白い小花をたくさ

ん咲かせる。高原の夏

を代表する植物。
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タムラソウ

(キ ク科 )

花期  8～ 10月

高さ50～ 150cmで 、アザミに似た花をつけ

る。葉 もアザミに似ているが刺はなく、柔 ら

かいので触ってみると簡単に区別ができる。
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サラシナショウマ

(キ ンボウゲ科)

花期 8べ 10月

若葉を水できら|_て

食べたことからついた

名前。林の中に」:え る

ので白さが目立つ。花

びらは早 く落ちてしま

い、花のように見える

のは白いおしべである。

サワヒヨドリ
(| 」 ||

花期 8ヽ 10'|

大野原の湿地に′しi.

高さ40～ 90cm、 茎rt枝

分かれせず、茎の |1部

や葉には毛が多い。イli

は筒状花 といい、近 く

に寄って観察してみる

と興味深い。
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ノハラクサフジ

(マ メ科)

花期 6～ 9月

日当たりのよい草原

に生え、つる性で茎の

長さは1.5mに もなる。

小葉はほとんど無毛。

クサフジは毛が有るの

で区別できる。和名は

野原草藤で、姿が藤の

花に似ていることによ

る。
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センプリ

(リ ンドウ科)

花期 8～ 11月

千振で、千回振 り出

しても苦いことからつ

けられた。胃腸薬にす

ることは有名であるが、

花をよく観察すると、

星形に開き清楚で気品

がありとても美しい。

オトコエシ

(オ ミナエン科 )

花期 8～ 10月

【
　
‐

葉や茎など植物全体に毛が多く、茎の先に

白い小さな花がたくさん咲く。長いつる技を

のばして繁殖する。オミナエシより強剛であ

るのでついた名前。
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オ ミナエシ

(オ ミナエシ科)

花期 8～ 10月

十里木高原の秋を彩る植物の代表。秋の七

草の一つで、全体が優 しい感 じを女郎にたと

えたもの。花の色が白いのを′ トコエシとい

い全体が頑丈である。
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アキノキリンソウ

(キ ク科)

花期 8～ 11月

秋に咲 く花の代表で、十里木高原を黄金色

に染める様子は、人の目をひいて美しい。黄

色の花がキリンソウに似ているのでつけられ

た名前。
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ヤマラッキョウ

(′ り不」)

花期  1)||)||

||・ 1/ 1't′ ,ltヽ 中原

に Z(|■ ら,|´ J.■り|ラ

υ
'μ

,'■111「 ,多 年草。

IIlt 2ヽ 5枚 を根生し

,角柱状になる。花は

社紫色で全体が直径 3

cm位になる。

電 花期 9ヽ 10サ |

日当たりの _:い :ltilll

などにはえる一年中.

化穂が薙刀のように ・

方に傾いて花をつける

ためにこの名がついた。
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ヤマジノホトトギス

(ユ リ科)

花期  9ヽ 1011

草地などに多い.,、

形の多年草。 |`/′ 1ヽ+rl

をおび、高 さ l nl′
′ご

ぇる。事の上部の1枚 ||‐
:

花序に暗紫色の花をつ

ける。花序の付け根に

やや大形の包が残る。

ノダケ
(セ リ11)

■■

ヽぃ_ IF
79

【
Ｌ

．　
　

．　
　
ヽ
．

・　
　
　
　
　
　
″

」
　
　
、
一　
‐

″

屯
ギ

・

．

ィ
、

デ
‐＝
Ｌ
Ｉ

．　

′

　

ヽ
ｄ

　

‐
　

１

●
　
　
　
　
　
　
　

・　
　

‐　
　
・　
　
‘
″
‘
・

“
、

　

・
，
′
　
´

二

‘

・

■
“７
ク

ナギナタコウジュ

(ン ソ 11)
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花期 9～ 10月

湿った林中やがけに

生える多年草。花は白

色で内部に紫色の斑点

がある。上部は平開す

るが反 りかえらない。

和名は山路のホ トトギ

スの意味である。

Ь

¬

―

●
■

bL

Ｌ

ヨ

硼

ｒ

ｂ

ｒ

ロ

ロ

，

【
‘

「И
「

¬

ぬ 、

」
′

)ヽ

Ｆ
日
“

｀
■

燿

計
:

輔

ヽ

1

78

L喘



▼

■

■
■
■
［

■

|
l

|
ヽ

サ _

日当たりのよい睾

、真白な梅のよう

Iナ也に は え、
葉

茎
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イワシャジン

(lヤ  ′r′
11)

花期 9～ 10月

本州の中部地方の大

平洋側にのみ分布する

珍しい植物。湿った岩

肌に、垂れ下がるよう

に生える。最近富士山

周辺でも数が少なくな

つている。
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コシオガマ

(ゴ マノハグサ科)

花期 9～ 10月

日当たりの良い草地

に生える半寄生植物。

全体に柔らかい毛をた

くさんつける。葉は対

生し深 く切れこみ、花

は2m位で特徴的な唇

形をしている。

ウメバチソウ

(ユ キノシタ科)

花期 9～ 10月
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花期 9～ 11'

日当たりのよい」

長さ4～ 5 clnで ろ

形に開 く。茎の先

たまってつくが葉 ′,,

ヤ

フジテンニンソウ   |14

花期 9～ 10月

●

■■■■■

全国にあるが富士山周辺には特に多い。

の特徴で茎は四角になり、茎の先に黄

を穂のようにつける。おしべめしべが

とび出ている。
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リュウノウギク
(キ ク科 )

花期 10～ 11月

日当たりのよいやや

乾いた草地にはえる多

年草。独特の香気があ

るので龍脳菊 と名付け

られた。花はふつうは

白いが、うす紅色をお

びることもある。
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さ く い ん
キ ギン

ク クサ

クサ

クマ

クモ

コ コア

リョウソウ………̈ ………̈ 33

ボケ…………¨̈ ……………17

レダマ¨̈ ¨̈ ¨̈ ……………52

シデ… …̈…………………14

キリソウ……………………40

ジサイ…………………̈ …42

タムラソウ………………………72

チダヶサシ… …̈………………53

ツクバネウツギ…………………23

ツ リガ不ニ ンジン………………63

ツ リフ不ソウ…………̈ …………56

ツルアジサイ…………… …̈……38
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先日、富士山資料館に 1人の来館者がありました。「この花は何でしょう。」

という問いかけでした。手には、抜き取られた 1本の花を持っていました。花

の美しさ、可憐 さに魅せられたのでしょう。私達が美しく心引かれる自然の中

で育った草花を、もっと大切に多くの人々に見守ってもらいたいものです。

今回私達が「富士山麓の植物」第 1集を企画した点は身近に咲 く草花を多 く

の人々に知っていただくと共に、触れあっていただくことに一つのねらいがあ

ります。 1年間という期間の中で写真取材 していると、草花の美しさ、可憐さ

をカメラのレンズを通 して知 り、ある時は草花の美しさ精巧さに身体を震わせ

ることさえあり、大野原に咲 くカキランやナンバンギセルの花に身を寄せまし

た。

山麓の植物写真集 も次回は水ヶ塚周辺へと準備を進めていきますが、今回の

企画・取材・解説の作成へと各調査員の皆様には、その活動に深 く感謝致します。
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